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協働的な学び
を支える

哲 学



・公共性 ：公教育という使命をもち，多様な

考えを交流するために内外に開か

れていること

・卓越性 ：他との比較ではなく、自分のでき

得る最高のもの，自己ベストを追

求することに価値を見出すこと

・民主性 ：全ての子どもの学びが保障され

誰もが学びの主人公であること



教師も教育の専門家としてでき得る最高
の仕事を目指して同僚と共に学び合う場

子どもたちがよりよい自分になるために共
に学び合う場

保護者や市民も教育活動に参加しながら
新たなことを学び合う場



すべての子どもが

自分の力で幸せに

なれるようにすること

私たちのミッション



「自分の力で」とは？

・他者に依存できる

・他者と協働できる

・ひとりでできる



ミッション遂行の

共有ヴィジョン



協働的な学び
ケアリング・マインド

これらに基づいた
授業・学級・学年・学づくりを



これからの社会に求められるのは

正解のない課題に向き合い

最適解を導き出すこと

多様な異な
る人たちの
グループで

いくつかの
教科等を組
み合わせて

ＩＣＴと人間
の感性を組
み合わせて

教科書の問題が解けるだけでいいのかな・・・。



授業の形

哲学・理論

Ｊ．デューイ
Ｌ．ヴィゴツキー
Ｎ．ノディングズ
Ｊ．レイヴ
Ｅ．ウェンガー 他

「学びの下敷き」
質の高い課題
グループ
振り返り





Ｊ．デューイまちがえてもよい

紆余曲折することに価値

知識は使えるようにする

社会における知識

「ここがわからない」

「友だちに訊いてみたら」

「資料を見るとわかるかも」

（足場かけ）

学校の中心は図書館



Ｌ．ヴィゴツキー

小学校低学年は内言が未発達。

思考を援助するパートナーが必要。

発達とは自分の限界を少し超える

課題に挑戦すること

最近接発達の領域

＝次に続く発達の領域

科学的知識の教授によって子供の科学的概念

の発達が終わるのではなく，まさにそこから始まる。



ヴィゴツキーの「最近接発達の領域」

次に続く
発達の領域

背伸びと
ジャンプ



学校の第一の仕事は

子供たちをケアすること

困り感に寄り添うこと

その子を丸ごと引き受け，その

子のために心を砕くこと

ケアすること，ケアされることは

人間の根源的ニーズ

ケアリングは

呼びかけと応答で成立する

ネル・ノディングズ



未知の課題に出会う

授業において「学ぶ」とは

借用する・見直す・腑に落ちる

説明をする/聴く・モニターする

個別/協働探究・必要なら訊く

まとめる・振り返る・メタ認知する



４人グループを構成する必要
（低学年はペア。内言が未発達）

学ぶためには

他者が不可欠



学習方法による知識の定着率

グループ
による
協働

教師
による
講義



学校全体で行うこと

• 授業研究を学校経営の中心にします。

• 聴き合う関係を学級経営の基盤とします。

（ケアリング・マインドで丸ごと引き受ける）

• 経験に関わらず学び合う授業をつくれる
「活動システム」を取り入れます。


